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令和 8 年 8 月 19 日 

 

かかりつけ医による産後ケアの実践格差 

“学ぶ機会”が包括的な産後ケアの鍵！ 

～アンケート調査報告～ 
＜研究成果のポイント＞ 

⚫ 産後ケア 13 項目のうち、「妊娠に関連しない慢性疾患のフォローアップ」、「育児支援」、「母親

の健康管理」（がん検診、予防接種など）は比較的実践されていましたが、「親密なパートナー

からの暴力のスクリーニング」、「性に関する健康問題」、「職場復帰の支援」、「産後の婦人科

診察」の領域は十分に行われていませんでした。 

⚫ とくに「親密なパートナーからの暴力のスクリーニング」は、重要と考えられている一方で実践が

低く、認識と実践の間に最も大きなギャップがありました。 

⚫ 13項目すべてに共通して、各項目に関する「教育を受けた経験」が実践を後押しする要因でし

た。 

 

※本研究成果は、学術誌 Journal of General and Family Medicine に日本時間 2026 年 8 月 7 日

に掲載されました。 

 

＜概要＞ 

 本学地域家庭医療学講座の鳴本敬一郎特任准教授らの研究グループは、日本のかかりつけ

医（本研究では総合診療専門医・家庭医療専門医*1と定義）を対象に、13 項目の産後ケアに

ついて、重要性の認識、実践状況、そして実践を促進する要因に関するアンケート調査を行

いました。「妊娠に関連しない慢性疾患のフォローアップ」や「母親の健康管理」は実践頻度

が高い一方、「親密なパートナーからの暴力のスクリーニング」や「性に関する健康問題」、「職

場復帰の支援」、「産後の婦人科診察」は実践頻度が低い傾向がみられました。特に、「親密

なパートナーからの暴力のスクリーニング」は、重要性の認識が高いにもかかわらず実践が

低く、認識と実践の間に最も大きなギャップがある領域でした。また、13項目すべてに共通

して、各項目に関する教育を受けた経験が実践を促進する要因であることが示されました。 
 

＜研究の背景＞ 

出産後の女性は、身体面だけでなく、心理面や生活面も含めた継続的な支援を必要としま

す。支援内容は産後の時間経過の中で時期によって変化し、必要な支援は、母親だけでなく、

乳幼児やパートナー・家族の状況も踏まえて評価する必要があります。かかりつけ医制度が

比較的整っている欧米では、かかりつけ医が産後ケアを担うことが一般的です。一方で、日

本では産後ケアがどこまでかかりつけ医に担われているのか、十分に分かっていませんでし

た。地域で出産後の女性を継続的に支える体制づくりに向けて、かかりつけ医による産後ケ

アの実態把握が求められていました。 

 

＜研究手法・成果＞ 

本研究は、日本のかかりつけ医（本研究では総合診療専門医・家庭医療専門医と定義）を

対象としたアンケートによる横断調査です。259 件の回答を分析し、産後ケア 13項目（参考

図 1を参照）について「重要性の認識」「実践状況」を調べ、実践を促進する要因について分

析しました。 

その結果、「妊娠に関連しない慢性疾患のフォローアップ」、「育児支援」、「母親の健康管理」

（がん検診、予防接種など）は比較的実践されていましたが、「親密なパートナーからの暴力
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のスクリーニング」、「性に関する健康問題」、「職場復帰の支援」、「産後の婦人科診察」の領

域は十分には実践されていませんでした。このように、項目ごとに実践の程度に差があるこ

とが分かりました（本論文の Figure 1）。 

また、「重要性の認識」と「実践状況」をマッピングしたところ、「親密なパートナーから

の暴力のスクリーニング」という領域は、重要性の認識が高いにもかかわらず実践が低く、

認識と実践のギャップが最も大きい領域であることが分かりました（本論文の Figure 2）。 

さらに、産後ケア実践の促進因子の分析では、13項目すべてに共通して、各項目に関する

「教育を受けた経験」が実践を後押しする要因であることが分かりました。その他にも、女

性医師、乳児の予防接種を行っていること、育児経験や産後の問題を自らが経験しているこ

と、へき地で診療していることが特定の産後ケア項目を促進する因子であることが明らかに

なりました。 

 

＜今後の展開＞ 

今後は、かかりつけ医向けの教育機会を充実させることで、産後ケアの実践を地域で広げ

られる可能性があります。とくに、暴力被害の把握など見落とされやすい領域を重点的に学

べる仕組みづくりが重要です。母子とパートナー・家族を地域で切れ目なく支える体制づく

り、そして医学部での卒前教育や卒後の医学教育において、今回の知見が役立つことが期待

されます。 

 

＜用語解説＞ 

*1 総合診療医・家庭医療専門医：身近にあり、なんでも相談に乗ってくれる総合的な医療

「プライマリ・ケア」を提供する医師のこと。 
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＜参考図＞ 

1．産後ケアに含まれる 13項目 

 

 
 

 


